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Abstract

Iconductedaquestionnairesurveyonfavoritefoodimagesofmaleandfemale

studentsofOtemaeUniversity,whoalmostalwayseatconveniencestorefood.The

majorityofstudentdrawanimageofapleasantenvironmentthatincludessound

oramusicalperformanceandnaturaldaylightwithagoodviewratherthandim

light.Itisbettertoeatwithfriendsorfamily,notalone.Theyarefondof

homemadefoodbytheirmothercooked,notbytheirgrandmotherorfather.They

donotchoosethehighqualityfoodsofrestaurantsorhotels.Theirfoodprefer-

encesaresimilartothoseofthestandardpopulation.Theirfavoritechoiceoffood

doesnottakeintoconsiderationofanutritionalbalance.

は しが き

食環境か らすれば学生が食事に どんな思いをもっているか、何 をどう食べ たらよいか、

グル メを望んでいるのか調査 し食への関心 を持 たせ るきっかけに しようと考 えた。 という

のは食習慣 は青春期 までに確 立す るといわれ正 しい食習慣 を身に付けないとあとで修正 を

強 いられて も難 しくなるからである。

経済の隆盛 とは裏腹 に人間相互の関係は一層貧 しくなりそれを加速す るのが食環境の悪

化 である。飽食時代であ りなが らその実態は極 めて俗悪であって手放 しに見過 ごすわけに

はいかない。 食べ る とい う人間の基本行動は野生動物 と同 じような空腹 を単に満たす もの
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ではな く人間環境の好 ましい条件 で口にする食事であろう。本能的な衝動か ら摂食するこ

ととは大 きく異なるのである。 しか し、集団的社会生活を営む人間は人々 と共に食卓を囲

む習慣 を持 ち得て食の認識が厳格 な、かつ尊厳 され る行動に昇格 したのである。食の楽 し

さを知 り、語 らううちに食へのこだわ りが高まって食の内容が豊かになってい く。

一方 で大量調理 の技術が進んで手軽に食事が作れ るように変化 したことも事実である。

企業 としての食産業が栄 えコンビニ食で代表 されるように利便性 のあま り手抜 き食が横行

する。栄養学的にも重大 な問題なので人々は栄養補給のためサプ リメン トに依存 し始め る。

学生 に本来の食生活 を取戻す きっかけをあたえるため食事意識の調査 を行い、学生が も

っているおいしさへの イメー ジを浮 き彫 りにす ることを企画 した。 その結果い くつかの興

味深い事実が明 らかになったのでここに まとめて報告す る。

調査方法

食環境論の講義 の一環 として大手前大学の学生 を対象にアンケー ト形式で調査 した。予

め選択肢 をい くつか選んで与えるこ とをせず 自由に食イメー ジを記載 してもらった。従 っ

て学生個人の食に対す るイメー ジが鮮 明に出ていると考 えられ る。但 し「おい しさ」、あ る

いは 「まず さ」はそれぞれ一人あた り関心の高い項 目を7つ 以内に まとめて記述するよう

に学生に指示 した。7項 目全部記述 している学生 もあれば3項 目しか記述 していない学生

もあ る。全ての項 目内容 をまとめそれぞれ同一項 目数 をカウン トし、その項 目の頻度(記

述数)と した。延べ学生数 は146名 、総項 目数が519で あった。おいしい食のイメー ジ項 目

は278(53.5%)、 また、まずい食のイメー ジ項 目は241(46.6%)で あった。全項 目を6種

類、1、 雰囲気 と場所2、 調理品の概観3、 料理の作 り手4、 食材5、 身体の コ

ンデ ィシ ョン6、 孤食か皆食(み な しょく)か に分別 した。皆食 とは2人 以上が一緒に

食事 を摂 ることを意味す るもの として用 いた。内容 が抽象的で曖昧な表現、例 えば 〈まず

い弁当〉、〈食べやすい〉、〈まずい食〉などの項 目は除外 した。頻度(記 述数)の 多い上

位か ら採用 してグラフに表現 したので全 ての項 目は表現 されていない。

本論

今 日の学生は コンビニエンスス トアで購入す る食品や即席食品 を口にすることが 多 く食

意識がおろそかになっているように思われる。おいしい食事にあ りつけ る機会が有 り余 る

はずであるが便利 さと手間隙を掛けず安 く入手出来 るこ とか らファース トフー ドや インス

タン ト食品 を購入 しが ちになる。空腹 を満 たすだけの食生活に甘ん じ食べ物 を口に入れる

に過 ぎない貧弱な食が見え隠れする。
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若い学生達が どの ような食意識をもっているか、そ うした調査報告 はない。本学学生、

特 に入学直後の新入生 を対象 に食環境論の講義の一環 として調査 した。 自由におい しい食

事 をイメー ジして もらい、それ を7項 目以内に しぼ って記述 させ た。同時にまずい食事の

イメー ジも併記 させ たがこれ も7項 目以内 とした。意外 にも集 中して同一項 目がおい しい

食のイメー ジとなるこ とはな く、様々 なイメー ジが述べ られていた。改めておいしい食 と

いうイメー ジは多様性があることが分か った。学生はインスタン ト食品 を常食 していて も

おい しい食のイメー ジを持 ち合 わせ 食意識がそれな りに確立 していることが明 らかになっ

た。

1.孤 食(こ しょ く)か 皆食(み な しょ く)か

低学年 の児童がひ とり自室に閉 じこもって食事 をとる、いわゆ る孤食が問題になって久

しい。言 うに及ばずこれは大切 なコ ミュニケーシ ョンが失 われた食事であ り好 ましくない

が、学生はこれをどう考 えてい るか関心があった。ひ とりで食べ る食事はおい しい食事 の

イメー ジとして捕 らえてい る学生は皆無だった。反面 まずい食事に分類 してい る学生が も

っとも多かった。本学の学生 は孤 食は まずい食 と受け止めているこ とを示 している。 コミ

ュニティ としての食の場がおい しさの条件になると考えて よい と思われる。皆で盛 り上が

って話題豊富な集 まりで食べ る食事がおい しい と感ず る学生が大 多数 を占めた。二人以上

の集合体 の食事、「皆(み な)食 」、は幸せ を感 じつつ皆で摂 る食事 だか ら生理的に も消化

を助け免疫機能 を高め るもの と考 えられてお り極めて好 ましいこ とである。皆 で食べ る集

団の構成が重要であ るが家庭 であって も、学生 同志の集 団であって も気持 ちが通 じ合 う

人々の集 ま りであることが最優先 されて当然 だろう。皆 で分け合 って食べ ることも好 まし

い と感 じている し恋人 と一緒にす る食事 をおい しい食 とす る点は若い学生にぴった りの感

図1孤 食か皆食か
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じがす る。

孤食 をす る理由はテレビを見なが らゲーム を楽 しみなが らで きることにあ り、誰にも干

渉 されないで済むか らと多 くの学童は答えている。期待に沿 う食事 であるとおいしい食の

イメージにつ なが るが、それは気心の知れた人、優 しい上司、寛げる家族 と一緒であるこ

と、そしてこれ らの人々か ら食事 を奢 られた時はおいしい食のイメー ジに結びつ く。披露

宴のパーティーであった り、高級 レス トランへ の招待であった り、そうした時の食事 もお

いしい と答 えている。幼い生徒の時代 の学校給食が人によってはおい しい食であるこ とは

興味深い。学校給食に限らず幼 い時代 の食事は強い印象を与 えるので児童にはおいしい食

を心掛けてや らねばな らない。

2.身 体的条件

食事がおいしいと感ずるには体調が良好でなければならない。 身体的条件 を選 び出 して

みると最 も多い回答は幸せ を感ず る時であった。 ウキウキしている、いいことがあった、

気分 がさわやかであるなどいずれ も気持 ちの上で満 足 していることを意味す る。つ ぎに多

いのは空腹時である。満腹 に近 い状態ではおいしさはない。ゆっ くり食べ るこ と、話題が

豊かで話に夢中になるよ うな状態でさえその時の食事はおい しいのである。 また酒が少 し

はいっているとおい しい食になるというの もあった。

お腹が空いていること、何か を前 もって食べていて空腹感が ない時はおいしさに結びつ

かない。空腹 をもた らすのは時間経過 もさるこ となが ら、軽い運動 をした後 とか、ハ ッピ

酒が入るll

ゆっくり食事 襲

話題が豊か1

軽い運蹴 襲

幸せ感1

空腹1

図2身 体の コンデ ィシ ョン
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イな気分 に な ってい る場 合 な どはお い しさの条件 に な る。期 待 した結 果が得 られ た り、成

績 が よか った りす るな ど 日常 の 出来事 にア クセ ン トが あ る とおい しさに結 びつ く。気分 が

す ぐれず 、不愉 快であ った り、 食欲 が な い と きは当然 お い しさは感 じられ な い。 黙 って 食

べ る、説教 され なが ら食べ る、過労 であ る、 満腹 で あ る、 ダイエ ッ ト中 であ る、 カロ リー

が気 に な る、気疲 れす るな どは まず い食 と感 じてい る。

3.食 材を選ぶ

季節のおい しい食材はいわゆる旬の食材であるが、食材が新鮮であ ることも欠かせ ない

おいしさである。中には高級品でなければならない とす る意見がある反面、安価であるこ

とがおいしさの条件になっているのは興味深い。 もともと幼い時か ら好 きな食べ物があっ

て学生時代になって もそれを食卓に見ることもおい しい食の条件になる。 しか し、栄養バ

ランスを考 えてこれ を満たす食をおいしさのバロメー ターにした例は極めて少なかった。

4.手 料理

とにか く手作 り料理がおい しさを生む とする意見が最 も多 く、それに近 い数が母親の手

料理 であった。母の存在 は学生時代になって も食において依然大 きな影響力 を有す るに違

いない。 それに対 して祖母の手料理はおい しい と思 う学生 と嫌いだと思 う学生 とが半々で

あった.代 々受け継がれた家庭特有の秘め られた料理 も断絶の時代に入ったと考 えられ る。

もともと祖母は学生 と共 に住む場合が少ないか ら、たまに訪ねて来て料理 を作 って くれて

も馴染 まないのか も知 れない。父が作 った料理はまずい と答えた学生がある反面、おい し

いと答えた学生 はゼロだった。父親の料理は未だに子供か ら好かれていないのである。一

方苦心 して 自ら調理 した自信の料理(自 製料理)が 好 ましい とす る意見がかな りある。厨

図3食 材
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祖母の料 理 、

兄の手料 理 ・

有名人の料理:

自製調理 タ

母の手料理1

手つく嚇

彼 女 の料 理trey

O

房にたつ学生があるこ とは頼 もしい。男子学生が彼女の手料理 においしさを感ずるのは分

るような気がす る。有名人の料理 をあげる例があったが どのような機会 にそれ を味わった

かは不明である。 いずれにせ よそういうチャンスをもっているこ とはよいことである。病

院食が まずい と感 じている学生があるが、学生に限 らず我々は病 に悩む時おいしいと感 じ

ることは到底無理 であ る。 しか し、 どのような改善があるか考えさせ られる一面である。

5.調 理品の概観

客観的に概観が良い ものはおいしい食であるが、それはどの ような内容だろ うか。学生

はそれを多様に回答 して くれた。香 りは口に含んだ時口か ら鼻に抜けておいしさを感ず る

ようになる。サラダ油、ナ タネ油、そ して中でもゴマ油は香 りにおいておいしさをもたら

す。 したがってごま油 などは調理の終わ りに調味料 として くわえる。植物性脂肪は老化防

止の成分、抗酸化剤が含 まれていてアル コール分解 を促進 して身体 に及ぼすアルコールの

影響 を少 な くする。 ゴマ油の成分セサ ミンは血 中の過酸化脂質 を減 らす ことが分 っている

し白ゴマを焙煎す ると香 りが一層良好になる。盛 り付 けがよいこと、彩 りが良いこと、味

付けが良いこと、柔 ちかいこと、適量が盛 り付け られていることな どはおい しい食 となる。

変な匂いがあった り、硬 く、冷えたものや時間が経過 し、いわゆる賞味期 間の過 ぎたもの

などはや は り好 ましい とは思わない。 メニューの内容によってはおいしい食に分類されな

い。組み合わせが良 くなかった り、緑が多いのをまずい食 としてい る例 もあった。味付け

はうす過 ぎや濃す ぎをおい しくない とす る。 また着色料で色付けす るの もまずい食にイメ

ー ジしている。毎 日同 じメニューであった り、メニューが少 な く、貧弱であった りす るの

も好 まれない。
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眺望が良し

パーティ会場

野山で食事

清潔な環境

明るい照明

楽しいTV見 なが

高級レストラン

料亭

心地よい音楽
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6.食 事の雰囲気

食意識に及ぼす最 も大切 な因子は食事 を取 り巻 く良好 な環境である。寒々 とした中で摂

る食事はおい しい と認識す る場合 は少ない。適度のほの暗い照明はいいものの、薄明か り

や暗い中では食事 はまず いと感 じてい る。それに反 して明 るく、エア コンの効 いた中で、

心地 よい音楽が流れ る雰囲気が好かれ る。野外での食事 も多 くの学生 を好んでい る。例 え

ば ピクニ ックなどに出かけた際の食事がそれであろう。部屋の飾 りつけや窓か ら見る眺望

が優れているこ と、食事 の場所が清潔であることも条件 になる。料亭や高級 レス トラン、

パー ティ会場 を上げてい るが これは上述の条件 を満 た しているか らである。楽 しいTVを

観戦 しなが らの食事 を上げる学生が 多いのは今 日的な現象であろ うか。楽 しく食事 をする

ことが何 に も増 して必要であるか ら非難するに当たらない。

7.和 食のイメージ

最後 に和 食の イメージ と洋食のそれ をどのように学生が捕 らえてい るか尋ねてみた。 日

本の古代か らの伝統食、和食は気候、風土にマッチ した 日本人の食事 である。学生の回答

もその ように理解 して和食 を捕 らえていた。その理由は味噌汁(古 代草醤)が よい し、 白

く輝 く炊 きたての ご飯は適度の粘 りと硬 さがあって好 ましい としている。洋食に比べて和

食は コレステロールが少な く、脂 っこ くないとの判断 を下 している。脂肪に よりこって り

した感 じは若い学生にあ まり好かれない。 口に良 く合 う、食べ易い、栄養素 が揃 ったヘ ル

シーな食 として和食を受け止めてい る。 カロ リー も適 していると思 うか らダイエ ッ ト食 と

みなす。注 目すべ きは野菜類の料理が豊かで煮物にす る とおい しい としている。魚料理 も
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図6雰 囲気と場所

種々あるのは魅力的である。焼 き魚、煮魚の姿魚 を食べ られ、刺 身も和食の特色であると

する。家庭料理 として適 している し、母親の感 じを抱 くのも和食のイメー ジとい う。興味

深いのはナイフやフォー クを使 うマナーが好 きでないか らテーブルマナーのない和食が よ

い。箸 で食べ る際にはマナーは要 らない と考 えていることだ。 日本茶が好 きだか ら和食 と

日本茶の取 り合 わせが よいとしている。注 目すべ きは美意識であって彩 りの良さは和食で

あるとい う。 カラフルであって整 った色彩のよさが和食なのである。学生 に和食支持 と洋

食支持のいずれか を選ばせ各々その特徴 を挙 げさせた。回答の種類はお よそ30項 目に分類

され、23項 目は和食の長所、7項 目は洋食の長所 としてまとめるこ とが出来た。

抄録

コンビニ食に依存 しがちな 日本人学生の食意識は如何様 なものか、それを知 るために大

手前大学の男女学生にアンケー トをとり、彼等が抱 くおい しい食のイメージを概観 した。

大部分 の学生 はよい雰囲気 と答えてお り、例 えば心地 よい音楽があって薄暗い場所 よ り昼

間の明 るさがあ り、窓腰に見 る眺めがよいことである。孤食より友人達 と、 あるいは家族

達 と一緒の食事 であることが好 ましい。家庭料理 ならばおふ くろの手製がよ く、祖母や父

親の手製 は好 まない。食品に対す る感性は新鮮 で、香 りが よく、味が よく、豊かな色彩が

あ り、そして暖かいの を好む。彼等は高級 レス トランや ホテルでの食事 を選ばなかった.一

般の人々 と同 じようにおい しい食のイメージは彼等学生 においても変わらないこ とがわか

った。ただ、おい しい とする彼等の食選択には栄養バ ランスは含 まれない。
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